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上段で報告の「緑の募金]

交付金決定通知とともに、写

真のような募金箱セットが

届きました。 

豪雨、猛暑などの異常気象

の原因の一つと考えられる

地球温暖化防止、森の育成の

ため、コンビニやイベント会

場などで、このセットを見か

けたら、是非ご協力下さい。 

 

 

 

アグロフォレストリー事業では、必ず、事業中盤までに

「理念及び技術研修」を実施します。収入増加を実感でき

るまでに数年かかるココヤシ、ゴム、果樹等を育てるには、

技術と動機づけが重要で、２－３日間の理念・技術研修参

加が受益者の義務になっています。 

ボルール村でビラーンの青年３名が主導して、2014

年と16年度に、小規模アグロフォレストリー事業を実

施。苗木は順調に育っていますが、これを機に設立し

た住民組織BOSDAは、資金管理面で問題が発生し活動

は休止中です。そこで、本年度は、先住民族の組織化

と農業指導経験豊かなPFPに、事業管理と理念・技術

指導を委託し、規模も拡大して、「緑の募金」に助成を

申請しました。７月４日の交付決定を受けて、10日に

は、PFPのビビアンさんによる事業説明会(写真)が実施

されました。 

30世帯30haの畑にココヤシ、バナナ等を植え、急傾

斜地15haには3000本のラワン等の在来種を植えます。

実地指導は元奨学生ボニファシオの担当です。過去の

事業で植えた苗木管理の傍ら、技術指導に当たります。 

タシマン村レムズアル写真報告 

三井物産環境基金助成３年継続事業・最終年 

過去のモデル事業に学び、 

今年は規模を45haに拡大して 

ビラーンの村のボルールのアグロフォレストリー

森林農業 

レムズアルでも２月下旬に、PFP

の農業専門家ニックさん（写真右）

と、レイクセブ町農業課のジェイソ

ンさん（写真下・左端）を講師に地

球温暖化防止の緊急性と、等高線状

の傾斜地農法技術を学びました。 

貧困解消と地球温暖化防止のためのアグロフォレストリー事業は、15年目に入りました 

- これからも植えた苗木の見守りと、小規模でも新規植栽の活動を続けます - 

 

なお、PFP からは、今後の予定として、在来種苗木 2 回

目の手入れと、芽出しに時間がかかり遅れていた一部ココヤ

シ苗の定植を知らせてきました。事業の完了は 9月末です。 


